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１．研究計画の概要 

(1)目的 

 先行研究での反省と文献検討から得られ
た知見より、学童への個別の介入内容の強化
と両親の生活の自己管理能力を高める介入
内容の追加の２点を改良し、学童とその親の
生活の自己管理能力を高めるための１年間
の看護介入プログラムを洗練させる。それを
用いて、学童とその両親に介入を行い、学童
の自己効力感、サポート感、健康に関する認
識、生活行動、肥満度の改善への効果を明ら
かにするとともに、両親の自己効力感、健康
に関する認識、生活行動の改善への影響を明
らかにする。また、介入１年後の生活状況を
明らかにし、本プログラムの長期効果を評価
する。 

(2)方法 

①調査方法 

家族参加プログラムを導入し改良した１
年間の看護介入プログラムの効果を評価す
るために、介入プログラム前後に学童の自己
効力感、ソーシャルサポートの質問紙調査と
健康の定義、健康状態の認識、日常生活行動
についての面接調査、及び親の自己効力感の
質問紙と健康の定義、健康の認識、日常生活
行動についての面接調査（もしくは質問紙調
査）を行う。また、長期効果を評価するため
に介入終了１年後に質問紙調査を行う。 

②介入プログラム 

 学童と親にそれぞれの健康の認識や生活
の特徴を踏まえた個人指導（面接あるいは手
紙を用いて）、学童に月１回２時間、放課後
に栄養・運動についての学習と実践を行う集
団指導を行う。介入プログラムの効果の信頼
性を高めるために、対象者数を増やす必要が

あるため、１年間の看護介入プログラムは２
クール（平成 21 年度はＡ小学校、平成 22 年
度はＢ小学校）行う。 

 

２．研究の進捗状況 

 本研究は、家族参加プログラムを導入した
学童の自己管理能力を高める１年間の看護
介入プログラムの短期効果、長期効果を明ら
かにすることを目的に、２つの小学校の学童
とその親を対象に実施した。研究参加者は、
小学１～６年生 22 名とその親 23 名(母親 15

名、父親８名)であった。介入プログラムは、
学童と親への個人指導に加えて、学童への月
１回２時間、放課後に栄養・運動についての
学習と実践を行う集団指導を合計 10 回実施
した。そのうち、夏休みの１回は家族参加プ
ログラムを実施した。また、介入前後に介入
プログラムの評価のための調査を実施した。
その結果、学童の肥満度は、介入前後で肥満
度の区分が、標準 11 名→14 名、軽度肥満４
名→３名、中等度肥満６名→４名、高度肥満
１名→１名と標準に集約する傾向が見られ
た。また、介入前後の自己効力感の得点は有
意差が見られなかったが、ソーシャルサポー
トの得点は有意な増加傾向が見られた。学童
の生活習慣の変化については、間食の回数の
減尐、運動頻度の増加、睡眠時間の増加が見
られた。また、22 名中 17 名がプログラムで
学んだことを生活に生かせたと答え、その内
容は、「体重を測るようになった。毎日測る
と減った、増えたが分かり、夕食の量を尐な
めにするとか気をつけるようになった」、「お
菓子のカロリー表示を見て買うようになっ
た」、「今まで運動をしようと思っても、まあ
いいかと思ってしないこともあったが、目標
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に書いたこともあってすることができた」等
であった。一方、親の調査では、母親は「自
分以外の家族が以前より意識して子どもに
声をかけてくれるようになった」、「意識的に
運動を続けている」、「家族参加プログラムに
参加して自分が作っている食事の何を改善
すればよいかが分かった」等の認識・行動の
変化が複数の家族で見られた。また、父親に
子どもの健康管理に対する役割意識の高ま
りが見られた。 
 
３．現在までの達成度 

＜区分＞ 

 ②おおむね順調に進展している。 

 理由：平成 20 年度に文献検討を行い、介
入プログラムを改良した。平成 21 年度には
Ａ小学校で１クール目の介入プログラムの
実施と調査、平成 22 年度にはＢ小学校で２
クール目の介入プログラムの実施と調査、並
びにＡ小学校での研究参加者の介入１年後
の調査が終了し、３年間研究計画のとおりに
進んでいる。また、研究結果を徐々に学会等
で発表している。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 平成 23 年度は、Ｂ小学校の研究参加者の
介入１年後の調査を実施するとともに、２ク
ール実施した介入プログラムの効果として
得られた調査データを分析し、学術集会、学
術雑誌等で発表していく。また、これまでの
研究で得られた知見を加えて、パンフレット
「生活習慣病にならないための子どもと家
族の生活の工夫」の改訂版を作成し、本学ホ
ームページからダウンロードできるように
する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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